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2010年11月実施時のチラシ

平成26年度追跡調査「健康
状態についてのおたずね」
を実施します。　

　昨年実施しました、第三回の追跡調
査「健康状態についてのおたずね｣ に
多くの、ほぼ全員の方々に御協力頂
けました。誠にありがとうございま
した。現在、医療機関へ心筋梗塞や
脳卒中発症確認の問い合わせ作業を
行っております。
　また、今年も平成26年度（第四回）
の追跡調査 ｢健康状態についてのおた
ずね｣ を実施いたします。同封してお
ります調査票にご回答の上、ご返送い
ただけますと幸いです。
　生活習慣等の影響（＝健康の秘訣）
は長期間にわたり皆様の健康状態を追
跡することでようやく明らかになりま
す。毎年、お手数をおかけしますが、
引き続き追跡調査にご協力くださいま
すようお願いいたします。	

研究代表者より
　2010年の初回調査から４年目
を迎えましたが、皆様お元気でお
過ごしでしょうか。
　今年の夏も各地で台風や豪雨の
被害がありました。被害に遭われ
た皆様には心よりお見舞い申し上
げます。今年も、近況なども含め、
皆様のお元気な声を返信いただけ
れば幸いです。
	 研究代表者　三	浦　克	之

ニッポンデータ通信第7号の内容
１．ニッポンデータ　　
　　2010　近況報告 1

２．研究成果の紹介
 ・慢性腎臓病とは
 ・慢性腎臓病の有所見率

2

３．慢性腎臓病予防のコツ 3

４．参加者の声
　　各地研究者から
　　九州大学清原裕教授

4

編集後記 4

おしらせ
　平成26年度追跡調査「健康
状態についてのおたずね」を
同封しております。お手数で
すが、調査票にご記入の上、
返信用封筒にて御返送お願い
します。ご不明な点がござい
ましたら、事務局までご連絡
ください。

引き続き、学会等での報告
活動を行っています。　

　５月の脳卒中週間に滋賀県で開催さ
れました第17回脳卒中市民シンポジ
ウム（主催：日本脳卒中協会他）にて、
研究班代表三浦よりニッポンデータ
の結果から、脳卒中と血圧の関係や
脳卒中に関する知識の普及状況につ
いて報告させていただきました。

　７月に開催された日本動脈硬化学会
（東京）と日本循環器病予防学会（京
都）ではニッポンデータの結果から、
1980年から2010年の30年間の心電図
所見の推移や高コレステロール血症の
有病率の推移等について報告させてい
ただきました。

　国民を代表する集団（＝ニッポン
データ）の結果であり、公衆衛生的に
重要な知見として注目されています。
今後も研究の成果を皆様、社会に還元
して参ります。

参加者の声   　これまでに参加者の皆様より頂いたメッセージの一部をご紹介します。

・減塩レシピ、シオリありがとうございます。レシピはわかりやすく、すぐにでも使いたいです。新しい
メニューが出せそうです。③和食の塩分を減らすコツもキッチンに貼って使います。（女性）

・定期的に運動し健康に気をつけるようになりました。（生活習慣に気をつける）きっかけをいただきあ
りがとうございます。（女性）

・「ニッポンデータ2010」に参加させて頂いたおかげで健康に気をつけています。元気で子供たちに迷
惑をかけないようにと心掛けています。一番気にしているのは体重を増やさないよう、食事にも気をつ
けています。ありがとうございます。（女性）

・調査依頼の封筒に「調査依頼アンケート用紙在中」とか書いていないと、なかなか開封しないので返送
が遅れる。（男性）

　　→ご指摘ありがとうございます。今回より封筒の表に「アンケート在中」を記載させて頂きました。

＊今後もご不明な点等ございましたら、ご遠慮なく、事務局までご連絡くださいますようお願いします。

  　九州大学大学院医学研究院環境医学分野教授
清 原 　裕 

　　慢性腎臓病は、将来の腎不全だけでなく、脳卒中や心筋梗塞などの動脈硬化性疾患の
危険因子（要因）として最近注目されています。ニッポンデータ2010は、慢性腎臓病
とその合併症の実態調査や予防にも取り組んでいます。健診を受けて慢性腎臓病を早期
に発見し、その合併症を未然に防ぎましょう。

各地研究者からの一言

　朝夕しのぎやすい季節となりました。皆様はいかがお過ごしでしょうか。この夏も
各地で天災が起こりました。皆様の無事を願っております。さて、今回の腎臓特集はいかがでしたか。「肝
腎（心）要」の三つの臓器は、私たちが寝ている間も休むことなく働いています。その時間は100歳で
8760万時間にもなります。意識して体をいたわりたいですね。 

　　第４回の追跡調査「健康状態についてのおたずね」を実施いたします。お手数をおかけしますが、今年
も御協力下さいますようお願いいたします。 

ニッポンデータ通信 編集担当　門田・近藤・三原

編集後記
第１７回脳卒中市民シンポジウム

第５０回日本循環器病予防学会
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２．研究成果の紹介

腎臓の働きと慢性腎臓病（CKD）

６０歳代の４人に一人が慢性腎臓病の可能性あり！

３．慢性腎臓病（CKD）予防のコツ

　「肝心要・肝腎要（かんじん
かなめ）」の語源は、生命維持
のため肝臓や心臓・腎臓が
重要な働きをすることにあり
ます。腎臓は血液中の老廃物
や余分な水分を尿として排泄
（濾過）する、また、体液の

電解質バランス等を保つ
（恒常性の維持）働きをして
います。
　慢性腎臓病は腎臓の働きが
低下している状態です。初期
は血液検査や尿検査に異常を
認めるものの、自覚症状はあ

りません。しかし、進行する
と浮腫、全身倦怠感などが出
現し、ついには昏睡・死に至
ります。さらに、最近では、
慢性腎臓病が脳卒中や心筋
梗塞の危険因子でもあること
も明らかになってきました。

　慢性腎臓病（腎臓の働きが
低下している状態）の割合を
検討しました。男女とも、年齢
が高くなるにつれて慢性腎臓病
の割合が増加する傾向を示し、

60歳代ではおおよそ30%、
70歳以上ではおおよそ45%
にも上ることが明らかとなり
ました。腎機能低下の要因に
は、加齢などの回避できない

ものもありますが、糖尿病、
高血圧、喫煙など、自己管理
が可能なものもあります。
腎機能低下予防を意識した
生活習慣の改善が必要です。

慢性腎臓病（CKD）の危険因子
　腎臓の働きを低下させる要因には、肥満、糖尿病、高血圧、脂質代謝異常などがありま
す。また、喫煙や運動不足、ストレスもCKDの危険因子とされています。これらを改善
することはCKDの予防につながります。
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